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これまで⻑年のご⽀援ありがとうございました。このたび、22年続けたマドレボニータの代表を退き、次世代の担い⼿にバトンタッチいたしました。

⾃分で⽴ち上げた団体を去るというのは、なんだか不思議な感じもしますが、最初からこの団体は私のものではなく、みんなのものであり、これから

もそうあり続けると思いますので、その時その時活躍する⼈たちが担い⼿になっていく、というのが、サステナブルな形なのだと思います。

そういう意味では、次世代にバトンを渡す計画は何年も前から構想していました。2019年には12カ⽉かけて『ティール組織』の読書会をホストした

り、⼀⼈ひとりが⼼からの動機を持って⼒を発揮できるような組織について考えてきました。

2020年に世界を襲ったパンデミックの影響を私たちも⼤いに受けましたが、オンラインプログラムの開発とその安定的な提供、インストラクター主導

で実⾏されたあらゆる新しい施策など、この影響下だからこそ短期間で⽣み出せた⼤きな成果もあり、逆境のなかでこそできる変化があることも学び

ました。

この変化のさなかに、様々な意⾒が⾶び交う中、事務局⻑の北澤さんが「最も強い者が⽣き残るのではなく、最も賢い者が⽣き延びるわけでもない。

唯⼀⽣き残るのは、変化できる者である」という引⽤を紹介してくれたことも印象に残っています。

因みに、この引⽤は、ダーウィンの進化論を曲解して誤⽤したものであるという指摘もあり、正しくは「退化」もまた、進化の⼀つだというのが本来

の進化論です。今回の私たちの変化はポジティブなものだと信じていますが、それは「⽣き残るため」ではなく、「私たちの使命を果たすため」であ

ったと思います。

この⼤きな変化のなかで、現場を担う若⼿のみなさんが揺るぎない信念をもってリーダーシップを発揮している様⼦を⾒て、サクセッションするなら

今だと判断しました。この⼈たちなら、どんなことがあってもお互いを助け合いながら知恵を出し合って「使命を果たす」ことができる、と信じてい

ます。

産後ケア教室を始めたのが1998年の9⽉、法⼈化は2008年の2⽉でした。スタートから22年も経ちました。世代交代するには充分な年⽉だと思います。

マドレボニータのキャッチフレーズLIVE�YOUR�LIFE�は「⺟という役割を⽣きるのではなく、⾃分の⼈⽣を⽣きる」という意味で⽣まれた⾔葉ではあり

ますが、その意味はそこにとどまりせん。

代表や事務局⻑や理事や職員やインストラクターという役割に制限されることなく、⼀⼈ひとりが⾃分の⼒を惜しみなく発揮し、⾃分の⼈⽣を、⾃分

らしく⽣きることができる組織としてマドレボニータが成⻑し続けることを願っています。
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2 0 2 0年 1 2⽉より新役員が就任しました

ファウンダー 吉岡マコ

⼈⽣を輝かせてくれた唯⼀無⼆の存在であるマドレボニータ。

マドレの活動を通して、エンパワメントされ、

本来の⼒を取り戻し、

その⼒を社会に循環していくことで⽇本が、

世界が、もっともっとよりよくなっていく。

そう信じてやまない⾃分がいます。

メンバーそれぞれの強みや個性、カラーを

しっかりと発⾊させながら、⼀⼈⼀⼈が

リーダーシップを発揮できる組織を基盤として、

すべての産後を迎えた家族が産後ケアに

取り組める社会を⽬指して尽⼒していきます！

環境が⼀変したこの1年弱、

「私はマドレボニータのために何ができるか？」

を問い続けてきました。

そして「さまざまな価値観をもつメンバーが

本⾳で対話できる、安⼼・安全で健全な関係性と

環境を創り、守り、育てていく」

「そんなマドレボニータの仲間とともに、

産後ケアを広めていきたい」という希望に

たどり着きました。

これからも「わたし」を主語に、⾃分の⼒を

発揮することの⼤切さを体現し、発信していきます。

どうぞよろしくお願いします。

「⺟をたのしく！」。養成コース時代から

書き続けている私のブログのタイトルです。

７年前にマドレボニータに出会って、

⼈⽣が彩り豊かに、

⺟である⼈⽣も楽しめるようになってきました。

この先ずっと私の⼈⽣の⽬標。マドレ内でも

「こうしたらもっとワクワクする」とか

「これやってみない？」と声を上げるのが、

私の得意とする分野です。

マドレ界隈を楽しくすること、

みなさんと⼀緒にやっていきたいです。

今回、共同代表に⼿を挙げたのは

「マドレボニータを無くしちゃいけない」

その⼀⼼でした。

先⽇、仕事の書類を整理して出てきたのは、

これまで⼀緒に活動していた仲間から

受け取ったお⼿紙やレッスンレポート。

そこには熱い思いと愛が詰まっていました。

こんなにも皆が⼤切にしてきた財産を守りたい、

そしてこれからも⻑く続くものにしたい。

マドレスピリットは忘れず、でも変化を恐れずに

頑張ります！どうぞよろしくお願いします。

マドレボニータ�の活動の根幹にある

”⼈は誰もが本来持っている⼒があり、発揮される

ことで個の枠を超えてコミュニティに循環する”

そんな社会をもっと広げていきたいと

⼼から思っています。

変化を楽しめる、チャレンジすることに

ワクワクする、⾃分の強みも活かしつつ、

周囲への感謝を胸に⼀歩ずつ仲間と歩んでいきます。

これからもよろしくお願いします。

「⽼若男⼥関係なく全ての⼈は対等で

尊重される存在である」それを体現したい、

そんな社会を作っていきたいと思っていた時に

出会ったのがマドレボニータでした。

⾝近なところから、この⽂化を育てて

広げていきたいと思っています。

届いた思いをまず受け⽌めること、

⾃分の思いも誠実に伝えることをポリシーに、

これからも活動していきます。

団体内外の窓⼝のような存在になれたら

嬉しいです。どうぞよろしくお願いします！
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教室事業

2019年度は新型コロナウィルス感染の影響もあり、マドレボニータ全体の対⾯での教室開催も難しくなりました。そのため、

全体の受講者数及び各プログラムの受講者数は昨年度に⽐べて減少してしまいました。その状況の中でもオンライン講座の開

発に⼒を⼊れて5⽉からのオンラインでの「産前産後のセルフケア講座」の単発、4回コース、シングルマザー向けの講座の開

催にも取り組んできたこともあり、多くの⽅にオンラインでマドレボニータの講座をご受講していただく機会が増えました。

教室事業の概況

2019（令和元）年度

5,046名

881

27

234

2,077

945

764

2018（平成30）年度

8,572名

2,111

71

895

5,495

-

-

産後ケア教室

マタニティケア教室

産後のバランスボール教室

その他の単発講座

オンライン講座
（産前産後）

オンライン講座
（シングルマザー向け）

教室受講者数 2019（令和元）年度

61.3%

45.0%

41.7％

70.5%

56.8%

80.9%

2018（平成30）年度

73.6%

40.8%

63.7％

-

-

産後ケア教室

マタニティケア教室

産後のバランスボール教室

その他の単発講座

オンライン講座
（産前産後）

オンライン講座
（シングルマザー向け）

満席率
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オンラインの講座は同伴制限を⽣後1年未満の０歳児の⾚ちゃんとしています。

「210⽇ルール」は⾚ちゃんの安全と⼈権を守るため、そしてご参加くださる⺟た

ちにレッスンに集中して参加いただくために設定したものです。

コロナ禍で始まったオンラインレッスンは、安⼼して託児できる環境下でないこ

と、⾃宅でのご参加のため、お⼦さまの安全と⼈権を最優先に参加していただく

ことができると考えたため、「210⽇ルール」は適応しないことにいたしました。

「⾚ちゃんの安全を守ることとご機嫌を最優先でご参加ください」と、レッスン

中は常にお声かけをしており、それと同時に「⾚ちゃんの声に応えながらも、今

できることをしていきましょう」というお声かけもしています。

産後は万全の状態で物事に取り組めることの⽅が少なく、「100%でなくても今で

きることを」とお伝えすることも、意味のあることだと感じています。

社会的な感染状況が刻⼀刻と変化する中で、オンラインレッスンの適切な同伴年

齢については今もなお毎⽉の振り返り会で、⺟⼦の様⼦をシェアして意⾒を出し

合い、検討を続けております。 

妊娠したら出産や⼦育ては待ったなし。どうにか産後ケアを届けられないか？と4⽉から開発がはじまり、5⽉には会員のみ

なさん・⼀般の⽅向けの体験会を実施、フィードバックの声を反映し、6⽉から正式に講座を開始しました。4回コース、単

発レッスン含めて10⽉までに637組の⽅が受講され、全国各地・時には海外からのご参加もありました。

オンライン講座開催にあたり、東京マラソンチャリティ、みてね基⾦の助成により受講料補助を実施することができまし

た。また4回コースの講座は⽇本体育⼤学の協⼒を得て、オンラインプログラムの効果測定のための調査研究の対象となっ

ています。

産前・産後のセルフケア講座（オンライン）

教室事業

教室開催数 受講者数

169回

384組

39コース

253名

4回コース

単発
ショートレッスン

開催実績

オンライン講座の内容は①ストレッチ②対話③セルフケア

ご参加者のお住まい
北海道・⻘森・宮城・秋⽥・⼭形・福島・茨城・栃⽊・群⾺・埼⽟・千葉・

東京・神奈川・新潟・⽯川・福井・⻑野・岐⾩・静岡・愛知・三重・滋賀・

京都・⼤阪・兵庫・⿃取・島根・岡⼭・広島・愛媛・福岡・海外

3 1都道府県・海外からも参加！

なぜボールじゃなくてストレッチ？

⾃宅からオンラインで気楽に・安全にできる点を最優先にス

トレッチを採⽤

正しい筋⾁の使い⽅を学べ、産後の体の不調改善や筋⼒アッ

プにも効果

スタジオに通えるほど回復していない⽅も参加できる

なぜ⾚ちゃんの同伴は、 2 1 0⽇ではなく 1年未満？

マドレボニータは、東京マラソン2020チャリティ事業の寄付先団体です。
▶東京マラソン2020チャリティ公式ウェブサイト�
 https://www.marathon.tokyo/charity/ 
▶マドレボニータ特設サイト�
 https://www.madrebonita.com/marathon

調査研究の概要

•�研究課題名：
コロナ禍における産後⼥性の⼼⾝の健康⽀援を⽬的とした

オンラインプログラムの評価

•�実施：⽇本体育⼤学 杉⽥�正明�教授、野村�由実�助教
•�⽬的：コロナ禍における産後⼥性の健康状態の把握と
オンラインプログラムの効果測定を⾏う
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シングルマザー向け講座

シングルマザーのセルフケア講座ご利⽤者の声

ジョンソン＆ジョンソンのDonate�a�Photoという寄付プログラムの⽀援によってこの講座を実施している

と聞いて、思い出しました！！！facebookで友達になっているマドレ界隈のみなさん（インストラクター

や参加者の⽅々）が、⼀時期かなりの頻度で「この写真がひとり親の産後⼥性の体⼒と⼼の安定をサポー

トしました。」というフレームと⼀緒に写真をアップしていたのを！その時は⾃分がひとり親とはいえな

ぜか全然ピンときていませんでしたが、実際にそのおかげで講座に参加させていただくことができ、この

プログラムに協⼒してくださったみなさんに、ありがたくバトンを受け取りましたよ！とお礼を⾔いたい

です。本来はオンラインではなく教室での開催予定だったそうで、きっと⾸都圏在住でないと参加が難し

かったと思うのですが、コロナのおかげで思いがけず遠⽅からマコさんの講座を受けることが出来て、願

ったりかなったりです。ありがとうございました！          （2020年4⽉�北九州市�Jさま）

コロナウイルスの影響のため対⾯の教室開催中⽌に伴い、2020年4⽉コースから「産後ケアバトン制度」の利⽤も休⽌とし

ました。そのため前年度に⽐べて利⽤組数は半減してしまいました。

「産後ケアバトン制度」の利⽤を休⽌前に申込いただいた⽅で対⾯教室でご受講できない⽅のうち数名は、オンライン教室

で「産後ケアバトン制度」をご利⽤いただきました。7⽉以降の対⾯教室の段階的再開に伴い、2020年10⽉から「産後ケア

バトン制度」も再開しております。

産後ケアバトン制度

教室事業

77組
（33組）

1,200組

年間⽀援組数
（うち介助ボランティアあり）

累計⽀援組数

産後ケアバトン制度提供実績

2019年12⽉までの5年4ヶ⽉に渡り、合同会社⻄友さまに
「産後ケアバトン制度」への助成をいただきました。

2020年1⽉〜4⽉は⽇本労働組合総連合会様の愛のカンパ、
lululemon様、ジョンソン・エンド・ジョンソン様の助成にて

ご利⽤者の受け⼊れができました。

制度を⽀えてくださる個⼈・法⼈様からのご寄付を募っております。

�

ご⽀援ありがとうございます

この度は産後ケアバトン制度を利⽤させていただいてありがとうございました。

私は両親の援助も受けれず、旦那も帰りが遅いため2歳児と0歳児の双⼦をワンオペで育児しています。
実はこの教室に参加する少し前から、不安や疲労で眠れなくなってきており、⽇中もやる気が起きない状態

が続いていました。

そんな私がちゃんと通えるのかとても不安でしたが、申し込みをした瞬間から先⽣や介助ボランティアさん

たちの温かいフォローを受けて、楽しんでレッスンを受けることができました。

レッスンは妊娠・出産で衰えた⾝体を鍛えるのと同時に、普段から抱えている漠然とした不安や⾃分の将来

像を可視化することによって、⾃⼰分析やパートナーシップについて掘り下げて考えるきっかけになりまし

た。また、話を聞いてくれて共感してくれる先⽣やチームのみんなとの出会いは⼼の⽀えになりました。

毎週のほどよい疲労感と充実感で夜も眠れるようになり、気づけば昔の活⼒が戻ってきました。

孤独で⾟いことも多い⼦育てですが、温かい⼿を伸ばしてくださる⽅も多く、感謝の気持ちでいっぱいで

す。先⽣、介助ボランティアさん、こちらの制度を⽀えてくださっている皆様、本当にありがとうございま

した。                      （多胎児の⺟ S.O�さま 2019年12⽉����池袋教室）

産後ケアバトン制度ご利⽤者の声

産後ケアバトン制度の休⽌に伴い、ジョンソン・エンド・ジョンソン様のひとり親⽀援の寄付⾦の使い途を急遽変更申請

し、シングルマザーのためのセルフケア講座を開発・⽴ち上げました。当初、5⽉までの期間限定でスタートしましたが、

そのニーズの⾼さから、継続のために各⽅⾯から⽀援をいただき、2020年12⽉まで継続することになりました。

本講座の継続にあたっては株式会社⽇ノ樹様、NPO法⼈しんぐるまざあず・ふぉーらむ様、東京コミュニティ財団・コロナ

給付⾦プロジェクトよりご⽀援いただきました。

2021年以降、本プログラムはファウンダー吉岡マコが設⽴した新団体シングルマザーズシスターフッドにて実施されます。
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2015年度以降、復職⽀援プログラムという形で「企業向けのプログラム」の提供に⼒を⼊れてきました。

団体として、産後の⼥性が格差なく産後ケアに取り組める社会を⽬指しています。産後にしっかりリハビリをして復職す

ることは、その⽅が勤める企業にとってもメリットがあります。ただそのことはまだまだ⼀般常識ではありません。企業

の取り組みとして産後ケアにコミットしてもらうためには、企業視点で「⼥性活躍」や「ダイバーシティ推進」における

役割も提⽰して働きかける必要があります。

現在、復職⽀援プログラムは2つの柱でできています。産む前に当事者を含めた社員に向けて産後について知ってもらう

「産前講座」と、実際に社員やその配偶者で産後にある⼈に適切なリハビリ機会を提供する「産後ケア教室受講料補助」

です。

①産む前に

社内での講座
・産後について学び・知る

②社員や配偶者の

産後リハビリ時期に

産後ケア教室受講料補助

2020年10⽉、産前講座に『オンライン版』が加わりました。

従来の集合研修型の産前講座120分のコンテンツを8つにわけて動画を作

成。パソコン、スマートフォン、タブレットなどでいつでもどこでも⾒ら

れる形式で提供しています。

現在、企業や国⽴⼤学など3つの法⼈で導⼊いただいています。春以降は

新型コロナウイルス感染症の影響で企業も社員向けの講座開催が難しくな

り、『オンラインでの⼥性⽀援』や『男性育休取得促進の施策』を検索し

て⾒つけていただき、成約にいたったケースもありました。

企業との取り組み

教室事業

復職⽀援プログラム

産前講座に『オンライン版 ｣』加わる

8社

102名

法⼈数

提携や受講料補助での

産後ケア教室(4回)
受講者数

産後ケア教室受講促進
（福利厚⽣代⾏業との提携・社員向け受講料補助制度）

9社

54名

2019（令和元）
年度

2018（平成30）
年度

7社

-

集合研修型

オンライン型
（新規）

企業向け「産前講座」導⼊社数

1社

3社

2019（令和元）
年度

2018（平成30）
年度
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国が「切れ⽬のない⽀援」を引き続き推進しています。その中で、ここ数年、先進的な⾃治体が「⼥性⾃⾝への『取り組むケ

ア』の必要性」を認識しはじめ、マドレボニータへの講師派遣という形で「産前産後サポート事業」を拡充する動きがみられ

ていました。

⾏政との取り組み

教室事業

東京都福祉保健財団助成事業

これからの両親学級プロジェクト

2019年度では継続して東京都北区、宮城県気仙沼市、⻑野

県信濃町、⼤阪府島本町にて妊婦・産後向けの教室の実施

をしていましたが、3⽉以降、新型コロナウイルス感染拡⼤

の影響で、各⾃治体の講座開催は軒並み開催中⽌となって

しまいました。その状況でも東京都北区と⼤阪府島本町で

はマドレボニータオリジナルの動画を提供し、宮城県気仙

沼市ではオンライン教室を継続しております。

ふたりが仲良くいるための⾚ちゃんを迎える準備

前年度に東京都内の夫婦（カップル）に対し⾏った調査をもとに、動画・申込サイト及び申込の仕組みを制作

モニター受講実施の後、2020年6⽉から視聴開始

/164組71組 （2020年11⽉20⽇時点）

＋

楽天インサイトでの調査 33組

2020年度は東京都のカップルに対する

半年後の追跡調査を実施予定

⾃治体での動画提供

●⼤阪府島本町（2020年8⽉実施）

産前産後セルフケア講座の代替としてYouTubeLive実施

両親学級の補助として動画提供

●東京都北区（2020年10⽉より）

産前産後セルフケア講座の代替として動画提供

両親学級の補助として動画提供

動画「ふたりが仲良くいるための⾚ちゃんを迎える準備」

制作チーム
マドレボニータ：吉岡マコ・林理恵・宮下ひかり イラスト：はしもとあやさん

監 �修：宗⽥聡先⽣・佐々⽊裕⼦先⽣・⾸⾥京⼦先⽣・⼩崎恭弘先⽣
�
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「 L I V E � YOUR � L I F E」レディース機能性Ｔシャツ再販売・⼤好評！

7⽉から販売した「レディース機能性Ｔシャツ」は、昨年

の再販です。コロナ禍でオンライン上でしか会えない分、

コミュニティでの絆を深めるグッズとなりました。

ストア運営に関しては、メールで購⼊動機をヒアリングし

たり、ニューズレターを作成して⼿書きメッセージを添え

たりするなど、昨年同様「⼀対⼀のコミュニケーション」

も⼤切にしました。

マドレストア・出版

研究開発事業

1⽉から販売したトートバッグは、昨年からの希望を取り

⼊れ、Mサイズを新規に販売。３つのサイズ、8⾊とライン

ナップが増えたことにより、パートナーやお⼦さん、プレ

ゼントになど、いろいろな⽤途に使っていただけるグッズ

になりました。

執筆・編集

⾼橋葉⼦・⼋⽥吏

�

『マドレ式対話の場づくり⼿引き』販売

『マドレジャーナル』制作発⾏

「 L I V E � YOUR � L I F E」 �トートバッグ � 3種販売

マドレ式対話の基本的な⽅法と実践の例をまとめたこの冊

⼦は、昨年のクラウドファンディングで作成しましたが、

期間限定でストアでダウンロード販売を⾏いました。テキ

ストとして使⽤した「対話の場づくりラボ」の受講⽣をは

じめ、かつてNECワーキングマザーサロンに参画していた

⽅からも多くご注⽂いただきました。

「全国マドレ式対話の場づくり研究所」では読書会も開催中！

「朝活バランスボール部」の皆さんに多数ご購⼊いただきました！

Mサイズ       Sサイズ      SMサイズ

39号の特集は「すべての家族に産後ケアを」。今号の編集

部員は6名のボランティア参画、職員３名の計9名でした。

マドレジャーナルは2020年度より、発⾏形態を冊⼦から、

WEB掲載・レポート形式に変更いたします。

第⼀弾はこちらからご覧いただけます▶▶

https://www.madrebonita.com/madrejournal-web

マドレストアは事業の⾒直しに伴い、2021年1⽉末をもって⼀旦休⽌とさせて

いただくことになりました。これまでのご愛顧に深くお礼を申し上げます。

編集部の打ち上げはZoomで！
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マドレ式対話の場づくりプロジェクト

研究開発事業

オホーツクラボ （ 2 0 1 9年 1 2⽉〜 2 0 2 0年 2⽉）@北海道北⾒市

2019年度は「マドレ式対話の場づくりラボ」を北海道のオホーツクエリア、そしてオンラインで開催しました。

また、予定していた《春ラボ》は、新型コロナウイルス感染症の動向を鑑み中⽌いたしました。

本プロジェクトは終了しますが、これからはマドレ式対話をもとに、各地でより豊かな対話の機会が⽣まれるこ

とを願っています。

公開講座含め33�名が参加。東京から運営メンバーが現地⼊りし、積雪や新型コロナウイルス感染症の第⼀報など⼼配もある

中、無事に開催されました。

運営メンバー 川尻沙織さん 櫻井由美⼦さん 種井美緒�さん ⾼橋葉⼦さん ⼟本広美さん 細川朋美さん

オンラインラボ （ 2 0 2 0年 7⽉〜 1 1⽉）

実地開催が叶わなくなった「対話の場づくりラボ＠関⻄」

は、全コンテンツをオンライン化・基本編/実践編に分けて

開催と、より多くの⼈に参加してもらいやすいよう構成を

⼤きく変更して実現にこぎつけました。7�⽉から11�⽉まで

の期間、基本編には38�名、実践編には16�名と全国から参

加者が集まり、Zoomのさまざまな機能を駆使して、オン

ラインでも遜⾊なく学びを深められるよう⼯夫を凝らし、

場づくりの実践や探究を⾏いました。

             （運営メンバー：⼘部眞規⼦さん）

運営メンバー ⼘部眞規⼦さん 千葉⾹緒⾥さん 種井美緒�さん ⾼橋葉⼦さん ⼟本広美さん 細川朋美さん

インストラクター養成事業
2019年12⽉にボールエクササイズ指導⼠として宮澤千尋イン

ストラクターがデビューしました。

2020年5⽉には養成コース開講を⽬指して準備を進めていま

したが、新型コロナウイルスの感染拡⼤とそれに伴う学校や

保育施設の休業に伴い、⼦どもの安⼼安全な居場所を確保し

た上で集中して課題に取り組める環境を整えることが困難と

判断し、延期を決定いたしました。2020年度からは新しい形

態の養成スクールを開講いたします。
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ご寄付の内訳

10件

2件

2件

2件

2件

18件

WEB

テレビ

ラジオ

新聞

雑誌

合計

マドレ基⾦

マドレボニータの活動は個⼈・企業・団体さまからのご寄付・助成により⽀えられております。⽇頃からのご⽀援に

⼼より御礼を申し上げます。対⾯型の講座やイベント開催が制限される状況の中、オンライン講座のトライアルにご

参加頂いた多くの⽅よりご寄付を頂いたり、特別定額給付⾦の⼀部をご寄付頂くなど、皆さまからの応援に⽀えられ

た⼀年となりました。またマンスリーサポーター「マドレ応援団」のご寄付額は前年度1.6倍となりました。オンラ

イン化が進んだことで、さらなる産後ケアの担い⼿の育成も急務となっております。今後もより多くの⽅に継続的に

ご⽀援いただけるよう働きかけてまいります。

企業・団体からのご寄付・助成
構成⽐

48.5%

31.3%

10.2%

8.7%

1.3%

⾦額（円）

5,507,810

3,553,008

1,164,000

984,508

148,031

11,357,357

企業寄付

東京マラソン
2020チャリティ

マドレ応援団
（マンスリーサポーター）

単発個⼈寄付

講座・イベント

からの寄付

合計

●�American�Express�Foundation

●�MS&ADゆにぞんスマイルクラブ

●�Google合同会社

●�Japanese�Women�s�Leadership�Initiative�(JWLI)�

●�合同会社⻄友

●�東京都福祉保健財団

●�東京マラソン2020チャリティ

●�⽇本労働組合総連合会「愛のカンパ」

●�株式会社⽇ノ樹

●�lululemon

●�みてね基⾦

●�Readyfor�新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌活動基⾦
（五⼗⾳順・敬称略）

●印のご⽀援は助成⾦として計上しており左の表には含まれません。

マドレボニータは、東京マラソン2020チャリティ事業の寄付先団体です。
▶東京マラソン2020チャリティ公式ウェブサイト�https://www.marathon.tokyo/charity/ 
▶マドレボニータ特設サイト��https://www.madrebonita.com/marathon

広報 メディア掲載実績
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活動計算書

会計報告

2019年度は新型コロナウィルスの影響により、多くの事業を縮⼩せざるを得ない時期が続き、事業収益が前年⽐・予算⽐の

約半分に落ち込みましたが、コロナ対策関連助成⾦が複数採択されました。国や東京都のコロナ関連の給付⾦や助成⾦（事

業の損失補償やスタッフの休業補償）などその他収益もあり経常収益は予算⽐97％です。費⽤については休⽌事業が多くな

ったこと、産後ケアバトン制度の利⽤が半減したことなどから予算⽐84%となり、当期経常増減額はプラスに転じました。

（単位：円）

１．受取会費

２．受取寄付⾦

３．受取助成⾦

４．事業収益

５．その他収益

経常収益計

経常収益

3,363,000

11,357,357

10,751,275

8,838,161

6,478,214

40,788,007

13,010,353

19,146,047

3,907,449

1,431,073

１．事業費 ⼈件費

２．管理費

経常費⽤

経常費⽤計 37,494,922

その他費⽤

⼈件費

その他費⽤

当期経常増減額 3,293,085

（ 2 0 1 9年 1 0⽉ 1⽇〜 2 0 2 0年 9⽉ 3 0⽇）

普通預⾦

書籍

未収⾦

前払⾦

⽴替⾦

資産合計

資産の部

28,350,861

1,144,762

1,040,324

92,519

410,670

33,938,047

流動資産

流動資産合計

固定資産

ソフトウェア

商標権

2,732,400

166,511

固定資産合計

31,039,136

2,898,911

未払⾦

前受⾦

預り⾦

借受⾦

流動負債合計

負債及び正味財産合計

負債の部

3,149,575

15,255,610

194,248

25,000

18,988,733

33,938,047

流動負債

固定負債

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

11,726,229

3,223,085

正味財産合計

０

正味財産の部

14,949,314

固定負債合計

負債合計 18,988,733

貸借対照表
（単位：円）

（ 2 0 2 0年 9⽉ 3 0⽇現在）

監�査�報�告�書
2020年11⽉9⽇

特定⾮営利活動法⼈ マドレボニータ

理事⻑ 吉岡 正枝 様

監事 岡本 拓也

永⽥ 恵美

 私たちは、特定⾮営利活動促進法第18条の規定に基づき、特定⾮営利活動法⼈マドレボニータの2019年度（2019年10⽉1⽇から2020年9⽉30⽇まで）の事業

報告書及び計算書類（財産⽬録、貸借対照表及び収⽀計算書）について監査を⾏った。

 私たちは、理事の業務執⾏の状況に関する監査に当たっては会合を持ち、必要と認める場合には質問を⾏った。また、経営の状況及び財産の状況に関する監査

に当たっては、帳簿や証拠書類の閲覧、照合、質問等の合理的な保証を得るための⼿続きを⾏った。

 監査の結果、法⼈の業務は法令、定款及び2019年度の事業計画に基づき適正に執⾏され、会計処理は⼀般に公正妥当と認められる会計原則に則って適正に処

理されているものと認められた。

 よって、私たちは、上記の事業報告書及び計算書類が、特定⾮営利活動法⼈マドレボニータの2020年9⽉30⽇をもって終了する事業年度の業務執⾏の状況、経

営の状況及び同⽇現在の財産の状況を適正に表⽰しているものと認める。

[マドレボニータのトランジッションに向けて]

 マドレボニータは、理事⻑吉岡⽒が1998年に「産後ケア教室」を開発して以来、教室事業の実施からインストラクターの養成、さらには産後ケアに関する書

籍の出版を含む研究開発まで、その時々の産前・産後の現場で必要とされていることに柔軟に対応し、活動の幅を広げてきた。組織のあり⽅も、2008年に特定

⾮営利活動法⼈の設⽴、2017年には認定NPO法⼈となり、従来からの正会員、各種寄付⾦・助成⾦に加えて、クラウンドファンディングなどを通じて、より多

くの⼈々と繋がり、⽀援・⽀持を得ている。産後ケアをきっかけに⼈々が繋がりあう「プラットフォーム」を提供してきたことも特筆される。このように、マド

レボニータの貢献もあって、産後ケアへの社会的な関⼼は⾼まりつつあるものの、キャッチフレーズである「すべての家族に産後ケア」を届けるという観点から

は、収益構造を⾒直す必要があることが、2020年初め頃から外部⽀援によるコンサルティングを受けるなかで、明確になってきていた。

こうしたなか、新型コロナウイルスの世界的な感染拡⼤の影響により、3⽉以降は対⾯での産後ケア教室の開催が困難となったことで事業収益が⼤幅に減少し、6

⽉以降はオンライン講座の開発や、シングルマザーのセルフケア講座、新養成コースプログラムの開発開始など、新たな取り組みも開始したが、⼀⽅で経営⽅針

を巡る関係者間の意⾒の相違も⽣まれることとなった。

 コロナ禍にあって、社会、そして家族の不安定化が進むなか、「すべての家族に産後ケアを」提供しようとするマドレボニータの果たすべき役割への期待は⼀

層⾼まるなか、新年度、さらに12⽉の理事改選以降は、新たな体制、事業⽅針での運営が予定されており、これからマドレボニータにとっても⼤きな変化の時を

迎える。新理事の就任に備え、既に団体のガバナンスのあり⽅に関する組織内の制度整備・研修や、NPOの財務知識・経営視点獲得など、経営体制の強化が図ら

れる計画が準備されており、引き続き法⼈の業務が適切に執⾏されるよう、注視する必要がある。

以上

未払法⼈税等 70,000

未払消費税等 294,300
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発⾏⼈ �特定⾮営利活動法⼈マドレボニータ
住 所���  〒150-0013�東京都渋⾕区恵⽐寿1−15−9�

      シルク恵⽐寿403

公式サイト http://www.madrebonita.com� 

メール   info@madrebonita.com（事務局）
１１

Facebook Instagram Twitter

寄付された⽅は、確定申告により寄付⾦控除等の税制優遇を受けることができます。

※対象：単発寄付、継続寄付（マドレ応援団）、賛助会員費

・所得税減税のほか、⾃治体によって住⺠税が減税となる場合もあり最⼤50％の減税となります。

・相続財産寄付・遺贈寄付は⾮課税となります。

・法⼈の場合、法⼈税を軽減させる「寄付⾦損⾦算⼊枠」が3-5倍になります。

 また、⼀般枠と特別枠の合計額まで損⾦にできます。�

ご不明点やご質問はマドレボニータ事務局（info@madrebonita.com）までお問い合わせください。

ここまでお読みいただき、ありがとうございました。

新年度も「すべての家族に産後ケア」の実現に向け活動を展開してまいります。

皆さまからいただいたご寄付はインストラクター養成や、産後ケアバトン制度の運営など、産後ケアを広く普

及するために使わせていただきます。ぜひ、ご⽀援をお願いいたします。

■�マドレ応援団（継続寄付）
・クレジットカードで毎⽉⼀定額を

 ご寄付いただく仕組みです。

・毎⽉のメールレター、会報、年次報告書や

 限定Facebookグループで活動情報を随時ご報告。

▼お申込みはこちら

https://www.madrebonita.com/donate-monthly

■いつでも好きな額で（単発寄付）

・銀⾏振込

ゆうちょ銀⾏ 10190 37231
(他⾏からのお振込は 〇⼀⼋�店（ゼロイチハチ店）普通 0003723）

三井住友銀⾏ 永福町⽀店 普通 7231754

⼝座名義 特定⾮営利活動法⼈マドレボニータ

▼クレジットカードでのご寄付はこちら

https://www.madrebonita.com/donation-offers

ご⽀援のお願い

マドレボニータは認定NPO法⼈です。

ご寄付の⽅法

SNSでも情報発信中！


